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平成 26 年 12 月 2 日 

 

会員各位 

黒鉛化合物研究会 

会長   松尾 吉晃 

 

第 114 回黒鉛化合物研究会の御案内 

 

拝 啓 時下、ますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、第 114 回黒鉛化合物研究会につきまして下記のとおり御案内申し上げます。講演は

5 件で、宮崎 晃平 氏（京都大学）、荻原 信宏 氏（豊田中央研究所）、幅崎 浩樹 氏

（北海道大学）、斎藤 幸恵 氏（東京大学）、切畑 光統 氏（大阪府立大学）にお願い

しております。このうち、斎藤氏の講演は黒鉛化合物女史研究技術会の第 3 回目の企画と

なっております。何かと御多忙の折とは存じますが、万障お繰り合わせの上、御出席下さ

いますようお願い申し上げます。 

 今回は関西大学にて研究会を行います。出欠調査票は 1 月 23 日（金）までに、メール添

付あるいは FAX にて事務局まで御返送頂くよう宜しくお願いいたします。  

 

敬 具 

 

記 

 

日 時：平成 27 年 1 月 30 日（金）10:00～18:30 

会   場：関西大学 先端科学技術推進機構３階（Ｆ３１）（地図１２番建物） 

      〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35 

      Tel：06-6368-1121（大代表）  

   http://www.kansai-u.ac.jp/ordist/ 

 

以上 
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第 114 回黒鉛化合物研究会プログラム 

 

日 時：平成 27 年 1 月 30 日（金）10:00～18:30 

会   場：関西大学 先端科学技術推進機構３階（Ｆ３１）（地図１２番建物） 

      〒564-8680 大阪府吹田市山手町 3-3-35 

 

10:00～10:10 開会の挨拶 

10:10～11:10  

講演：「アルカリ形燃料電池空気極における炭素の電気化学的挙動」 

                     京都大学大学院工学研究科 宮崎 晃平 氏 

11:10～12:10  

講演：「リチウムイオン電池用多孔体電極のインピーダンス解析」  

 （株）豊田中央研究所 荻原 信宏 氏 

13:30～14:30  

講演：「多孔質陽極酸化アルミナを鋳型とするナノカーボンの合成とその電極材料としての   

特性」 

 北海道大学大学院工学研究院 幅崎 浩樹 氏 

14:35～15:35  

講演：「農学からの炭素材料学入門―細胞壁の構造を機能させることをめざして（仮題）」 

 東京大学大学院農学生命科学研究科 斎藤 幸恵 氏  

15:50～16:50  

講演：「癌－ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）とホウ素薬剤の研究開発」 

 大阪府立大学 21 世紀科学研究機構 BNCT 研究センター 切畑 光統 氏 

17:10～18:30 懇親会 100 周年記念会館サロン「桃源」（地図４１番建物） 

 

学界会員、学生：無料、業界会員：3,000 円、学界協賛会員、2,000 円、業界協賛会員：7,000

円、学界非会員：3,000 円、業界非会員：10,000 円（当日徴収） 

懇親会参加費：学界 5,000 円 業界 6,000  円  学生 3,000 円（当日徴収） 

「学界」：官公庁所属者、「業界」：企業所属者 
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【関西大学への行き方】 

●大阪（梅田）からのアクセス 

阪急電鉄「梅田」駅から、千里線「北千里」行で「関大前」駅下車（約 20 分）、徒歩約 5

分。または京都「河原町」行（通勤特急を除く）で「淡路」駅下車、「北千里」行に乗り換

えて「関大前」駅下車。 

●地下鉄利用のアクセス 

地下鉄堺筋線（阪急電鉄千里線に相互乗り入れ）が阪急電鉄「淡路」駅を経て「関大前」

駅に直通しています。 

●新幹線「新大阪」駅からのアクセス 

①地下鉄および阪急電鉄利用の場合 

JR「新大阪」駅から地下鉄御堂筋線「なかもず」行で「西中島南方」駅下車、阪急電鉄に

乗り換え「南方（みなみかた）」駅から「淡路」駅を経て「関大前」駅下車（この間約 30

分）、徒歩約 5 分。 

②JR 利用の場合 

JR「新大阪」駅から、JR 京都線（東海道本線）「京都」方面行（快速・新快速を除く）で「吹

田」駅下車（この間約 5 分）の後、阪急バス「ＪＲ吹田北口」停留所から「関西大学」停

留所下車（この間約 7 分・25 分間隔で運行）、徒歩約 7 分。 
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